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は
じ
め
に

筑
前
国
千
如
寺
（
現
福
岡
県
糸
島
市
の
大
悲
王
院
）
実
相
（
一
七
〇
五
～
一
七
六
八
）
は
、
出
家
戒
に
つ
い
て
『
四
分
律
』

を
依
用
す
る
立
場
の
人
物
で
あ
り
、
江
戸
期
に
起
き
た
「
有
部
律
興
隆
運
動　一
」 

に
疑
問
を
提
示
し
た
僧
侶
の
一
人
で
あ
る
。

特
に
安
芸
国（
現
広
島
県
）福
王
寺
の
学
如（
一
七
一
六
～
一
七
七
三
）と
は
、戒
律
に
関
す
る
著
作
を
通
し
て
激
し
い
論
争（「
有

部
律
」
に
よ
る
受
戒
を
主
張
し
た
学
如
の
『
真
言
律
行
問
答
』
→
実
相
に
よ
る
批
判
書
『
旭
照
霜
露
編
』
→
学
如
の
反
論
書
『
辨
霜
露
編
』）

を
展
開
し
て
い
る
。

こ
の
議
論
の
発
端
は
、『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』（
以
下
『
三
学
録
』）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
有
部
律
」
に
対
す

る
見
解
の
相
違
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
鑑
真
（
六
八
八
～
七
六
三
）
以
来
の
伝
統
的
な
『
四
分
律
』、
宗
祖
空
海
（
七
七
四
～

八
三
五
）
の
『
三
学
録
』
に
説
か
れ
る
「
有
部
律
」、の
い
ず
れ
に
依
っ
て
持
戒
す
べ
き
か
が
議
論
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

実
相
律
師
の
戒
律
観
②
―
戒
律
伝
来
の
理
解
―
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こ
の
論
争
は
、
学
如
を
中
心
と
し
た
「
有
部
律
」
受
持
派
に
よ
る
主
張
が
提
示
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
江

戸
時
代
の
一
部
の
僧
侶
に
よ
る
独
特
な
戒
律
解
釈
で
あ
る
が
、
そ
の
思
想
は
高
野
山
真
別
処
円
通
律
寺
を
中
心
と
し
て
、

現
在
に
至
る
ま
で
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る　二
。

こ
の
よ
う
な
有
部
律
興
隆
運
動
を
中
心
と
す
る
江
戸
期
の
戒
律
思
想
の
一
端
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、『
四
分
律
』
受

持
派
の
思
想
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
そ
こ
で
学
如
の
『
真
言
律
行
問
答
』
に
異
を
唱
え
、『
四

分
律
』
受
持
を
主
張
し
た
実
相
の
戒
律
観
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

現
在
、
実
相
の
戒
律
に
関
す
る
著
作
の
中
で
、
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
『
秘
密

一
乗
尸
羅
眼
髄
』
と
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
旭
照
霜
露
編
』
の
二
つ
の
み
で
あ
る
。
こ
の
『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』
は
、

実
相
の
戒
律
に
対
す
る
見
解
が
記
さ
れ
た
も
の
で
、『
真
言
律
行
問
答
』
の
批
判
書
で
あ
る
『
旭
照
霜
露
編
』
よ
り
一
年

早
く
著
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
『
旭
照
霜
露
編
』
へ
続
く
問
題
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
実
相
の
戒
律
解
釈
を
確
認
す

る
た
め
の
重
要
な
書
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
『
旭
照
霜
露
編
』
で
は
、『
真
言
律
行
問
答
』
の
内
容
を
一
々
取
り
上
げ
て
反
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

に
は
『
真
言
律
行
問
答
』
で
は
確
認
で
き
な
い
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
実
相
の
指
摘
す
る
問
題
が
、
ど
の
部

分
を
指
し
て
い
る
の
か
不
明
な
個
所
も
あ
る
が
、
学
如
の
他
の
著
作
に
明
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
今
後
の

課
題
と
い
え
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
前
回
は
、
こ
の
二
書
を
用
い
て
実
相
の
「
衣
」
観
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
学
如
と
実
相
の
間
に
あ
る
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主
張
の
す
れ
違
い
等
を
確
認
し
た　三
。
そ
こ
で
本
論
考
で
は
、
そ
の
点
に
も
留
意
し
て
、
引
き
続
き
『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』

と
『
旭
照
霜
露
編
』
を
中
心
に
実
相
の
戒
律
観
、
特
に
戒
律
伝
来
史
の
理
解
に
つ
い
て
些
か
の
考
察
を
述
べ
た
い
。

尚
、
実
相
の
主
張
が
、
終
始
「
有
部
律
」
自
体
の
排
斥
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
学
如
達
へ
の
批
判
で
あ
る
点
は
、
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い　四
。

ま
た
本
論
考
執
筆
に
際
し
て
、『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』『
旭
照
霜
露
編
』
を
閲
覧
す
る
ご
許
可
を
く
だ
さ
っ
た
高
野
山

大
学
附
属
図
書
館
ご
当
局
、
龍
谷
大
学
図
書
館
ご
当
局
に
対
し
て
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

二
、
戒
律
伝
来
の
理
解

　
（
イ
）
イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
の
伝
戒

学
如
が
主
張
し
た
真
言
八
祖
を
含
む
真
言
宗
諸
師
の
「
有
部
律
」
受
戒
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
些
か
の
考
察
を
行
っ

た　五
。
そ
こ
で
は
金
剛
智
（
六
七
一
～
七
四
一
）
と
不
空
（
七
〇
五
～
七
七
四
）
を
除
い
て
、
八
祖
の
「
有
部
律
」
受
戒
の
明
確

な
根
拠
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
空
海
以
降
の
真
言
宗
諸
師
に
お
い
て
も
円
行
（
七
九
九
～
八
五
二
）
以
外
、「
有

部
律
」
に
よ
る
受
戒
の
記
録
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
実
相
も
、「
有
部
律
」
受
持
派
の
問
題
点
と
し
て
、

戒
壇
や
授
戒
作
法
の
相
違
、
三
師
七
証
、
兼
学
等
の
問
題
を
あ
げ
て
指
摘
し
て
い
る 

。
こ
の
よ
う
な
批
判
を
述
べ
る
実

相
は
、
そ
の
伝
記
に　七
、 
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初
め
霊
雲
慧
光
和
上
に
随
ひ
て
八
関（
マ
マ
）齊
戒
を
禀
く
。
威
儀
を
習
学
し
持
犯
を
諮
決
す
。
念
を
注
ぎ
年
久
き
を
以
て
、

滞
義
は
頗
る
釋
然
た
り
。
後
に
室
泉
の
廣
慧
和
上
に
謁
し
て
、
菩
薩
大
戒
を
受
く
。
孜
々
と
し
て
請
益
す
。
い
ま
だ

幾
せ
ず
し
て
慧
公
、
錫
を
攝
の
住
江
に
移
す
。
師
ま
た
巾
瓶
を
執
り
て
従
う
。
博
く
律
典
を
詢
い
、
南
山
章
疏
三
大

諸
部
を
聞
き
随
ひ
て
通
鬯
す
。
…
（
中
略
）
…
丁
巳　八
秋
八
月
、
大
鳥
山
観
慧
和
尚
に
随
ひ
て
息
慈
戒
を
納
む
。

と
あ
る
よ
う
に
霊
雲
寺
の
慧
光　九
（
～
一
七
二
五
～
） 

や
室
泉
寺一〇
の
慶
慧
（
～
一
七
二
五
～一一
）、
神
鳳
寺一二
の
観
慧
（
～
一
七
二
九
～一三
） 

等
の
教
え
を
受
け
て
、『
四
分
律
』
を
中
心
と
し
た
律
学
に
励
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
当
時
の
『
四
分
律
』

派
を
代
表
す
る
寺
院
で
研
鑽
し
た
実
相
は
、
ど
の
よ
う
に
戒
律
伝
来
の
歴
史
を
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
実
相

は
律
蔵
の
制
定
に
つ
い
て一四
、 

七
夢
、
妖
が
呈
し
て
よ
り
、
仏
日
は
光
を
潜
せ
し
後
、
尊
者
近
執
は
蘊
結
し
て
蔵
を
成
し
、
こ
れ
を
根
本
大
比
尼
蔵

と
謂
ふ
。
五
師
は
踵
を
継
ぎ
、
い
ま
だ
岐
路
を
分
か
た
ず
。
近
護
の
道
は
三
聖
を
継
が
ず
。
大
天
が
、
邪
説
の
諍
を

五
縁
に
興
す
に
至
る
に
洎
ぶ
か
。
二
部
五
部
十
八
、五
百
の
異
執
あ
る
と
雖
も
、
修
と
證
に
二
途
無
し
。
津
梁
は
そ

れ
一
揆
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
釈
尊
の
入
滅
後
、
ウ
パ
ー
リ
（
近
執
）
は
結
集
に
て
律
を
整
え
て
「
根
本
大
毘
尼
蔵
」

と
し
た
。
そ
の
後
、
付
法
の
五
師
（
摩
迦
訶
葉
・
阿
難
・
摩
田
提
・
商
那
和
斯
・
優
婆
掘
多
）
は
、
そ
の
教
え
を
守
っ
た
た
め
、

僧
伽
が
分
裂
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、優
婆
掘
多
（
近
護
）
の
道
（
付
法
）
は
、三
聖
（
摩
訶
迦
葉
・
阿
難
・
商
那
和
斯
）

の
教
え
を
継
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
摩
訶
提
婆
（
大
天
）
は
五
縁
（
＝
五
事
：
余
所
誘
・
無
知
・
猶
予
・
他
令
入
・
道
因
声
故
起
）
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を
理
由
と
し
た
論
争
を
な
し
て
、
根
本
分
裂
を
起
こ
す
に
い
た
っ
た
。
ま
ず
上
座
部
・
大
衆
部
の
二
部
が
分
か
れ
、
続
い

て
大
衆
部
か
ら
曇
無
徳
部
・
薩
婆
多
部
・
彌
沙
塞
部
・
迦
葉
遺
部
・
婆
麁
富
羅
部
の
五
部
が
出
て
、
さ
ら
に
大
衆
部
が
分

か
れ
る
こ
と
に
よ
り
十
八
部
に
な
る
な
ど
、
多
く
の
（
五
百
）
部
派
が
形
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
修
行
の
方
法
と
過
程
は

異
な
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
悟
り
を
求
め
る
方
法
（
津
梁
）
は
等
し
く
同
じ
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文

に
よ
れ
ば
実
相
は
小
乗
や
大
乗
の
み
な
ら
ず
、
部
派
ご
と
の
戒
相
が
相
違
し
て
も
、
そ
の
他
の
修
行
（
定
）
や
悟
り
（
慧
）

に
つ
い
て
は
同
じ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
続
い
て
実
相
は
中
国
に
お
け
る
戒
律
の
伝
来
に
つ
い
て一五
、 

天
下
の
僧
侶
は
、
但
だ
薙
染
を
知
り
て
、
猶
い
ま
だ
五
・
八
を
受
け
ず
。
何
に
況
や
具
戒
を
や
。
曹
魏
の
嘉
平
年
中

に
逮
び
、
尊
者
法
時
が
肇
め
て
雒
陽
に
抵
る
。
乃
ち
法
蔵
部
に
依
り
て
、
羯
磨
受
戒
を
行
ず
。
神
州
の
伝
戒
は
、
こ

の
時
に
始
ま
る
。『
十
誦
律
』
は
姚
秦
の
弘
始
六
年
よ
り
同
八
年
に
至
る
ま
で
、
功
徳
華
、
法
楽
、
羅
什
、
無
垢
眼

が
前
後
続
翻
し
て
部
文
、
都
て
を
訖
る
。『
四
分
律
』
は
弘
始
十
二
年
に
覚
明
が
誦
出
し
、
竺
念
が
訳
語
し
て
道
含

が
筆
受
す
。『
僧
祇
律
』
は
義
煕
十
四
年
に
法
顕
が
齎
し
来
り
て
、
覚
賢
と
共
に
訳
す
。『
五
分
律
』
は
法
顕
持
ち
来

り
て
、
姚
秦一
六

の
景
平
元
年
に
覚
寿
、
道
生
、
慧
厳
が
共
に
訳
す
。
ま
た
新
訳
「
有
部
律
」
は
大
唐
の
義
浄
三
蔵
が
天

后
の
證
聖
元
年
を
以
て
西
よ
り
帰
り
、
睿
宗
の
永
隆一
七

元
年
に
至
り
、「
有
部
律
」・
自
餘
経
論
を
訳
す
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
天
下
（
当
時
の
中
国
）
の
僧
侶
は
、
た
だ
出
家
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
は
い
た
が
、
五

戒
や
八
斎
戒
等
は
受
け
て
お
ら
ず
、そ
の
た
め
具
足
戒
も
受
戒
し
て
い
な
か
っ
た
。
魏
（
三
国
時
代
）
の
嘉
平
年
中
（
二
四
九

～
二
五
三
）
に
曇
摩
迦
羅
（
法
時
）
が
は
じ
め
て
洛
陽
に
至
り
、『
四
分
律
』（
法
蔵
部
伝
持
）
に
よ
る
受
戒
が
行
わ
れ
た
。
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こ
れ
が
中
国
に
お
け
る
伝
戒
の
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
し
て
十
誦
律
は
後
秦
（
姚
秦
）
の
弘
始
六
年
（
四
〇
四
）
よ
り
同
八
年

（
四
〇
六
）
に
至
る
ま
で
、
弗
若
多
羅
（
功
徳
華
）、
曇
摩
流
支
（
法
楽
）、
鳩
摩
羅
什
、
卑
摩
羅
叉
（
無
垢
眼
）
が
続
翻
し
て

順
次
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
次
に
『
四
分
律
』
は
弘
始
十
二
年
（
四
一
〇
）
に
佛
陀
耶
舎
（
覚
明
）
が
口
述
し
、
竺
仏
念
が

翻
訳
し
て
道
含
が
筆
受
し
た
。
ま
た
『
摩
訶
僧
祇
律
』
は
義
煕
十
四
年
（
四
一
八
）
に
法
顕
が
請
来
し
、佛
陀
跋
陀
羅
（
覚
賢
）

と
共
訳
し
た
。
そ
し
て
『
五
分
律
』
は
法
顕
が
請
来
し
、
宋
の
景
平
元
年
（
四
二
三
）
に
仏
陀
什
（
覚
寿
）、
道
生
、
慧
厳

が
共
訳
し
た
。
最
後
に
新
訳
で
あ
る
「
有
部
律
」
は
、
義
浄
が
則
天
武
后
在
位
の
証
聖
元
年
（
六
九
五
）
に
請
来
し
、
睿

宗
在
位
の
景
雲
元
年
（
七
一
〇
）
に
な
り
「
有
部
律
」
を
は
じ
め
、諸
経
論
と
共
に
訳
さ
れ
た
、と
実
相
は
理
解
し
て
お
り
、

「
有
部
律
」
を
含
む
各
律
の
中
国
へ
の
伝
来
、中
国
に
根
付
い
た
『
四
分
律
』
に
よ
る
受
戒
の
興
り
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
『
秘
密
一
乗
尸
邏
眼
髄
』
で
は
「
有
部
律
」
に
つ
い
て一八
、 

南
山
大
師
は
法
華
開
顕
の
戒
卬一九
を
佩
び
、
涅
槃
扶
律
の
徳
瓶
を
持
つ
。
即
ち
四
分
を
開
し
て
円
妙
戒
と
す
。
一
一
に

戒
を
具
し
て
三
聚
円
を
発
す
。
故
に
『
業
疏
』
に
曰
く
、
十
方
の
仏
土
中
、
唯
一
乗
法
あ
り
て
、
ま
さ
に
心
を
処
に

域
す
べ
し
。
南
山
が
四
分
を
弘
闡
す
る
所
以
は
何
ぞ
や
。
そ
れ
戒
法
は
必
ず
師
授
を
尚
と
ぶ
。
餘
律
を
翻
ず
と
雖
も

い
ま
だ
授
受
あ
ら
ざ
る
。
四
分
の
肇
興
は
法
時
に
原
づ
き
、
爾
来
、
法
聡
、
道
覆
、
慧
光
、
道
雲
、
道
洪
、
智
首
、

道
宣
と
相
続
伝
附
す
。
こ
の
故
に
神
州
一
統
し
て
、受
體
を
言
え
り
。
則
ち
必
ず
四
分
を
禀
け
て
、祖
承
す
る
據
あ
り
。

授
受
は
本
あ
る
が
故
に
、
四
分
を
弘
む
。
四
分
は
勝
れ
、
餘
律
は
劣
な
る
を
以
て
、
故
に
四
分
の
用
ゆ
れ
と
に
は
あ

ら
ず二
〇

。「
五
義
分
通
大
乗
」
あ
り
と
雖
も
、こ
れ
を
な
す
に
あ
ら
ず
。
例
せ
ば
密
家
は
設
ひ
金
智
不
空
の
所
訳
と
雖
も
、
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他
家
の
請
来
に
し
て
大
師
の
請
来
に
あ
ら
ざ
る
は
相
伝
に
闕
く
故
、
東
寺
の
真
言
に
依
用
せ
ざ
る
が
如
し
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
道
宣
（
南
山
大
師
）
は
『
法
華
経
』
と
い
う
真
実
の
教
え
（
開
権
顕
実
）
の
戒
印
を
佩

び
て
お
り
（
天
台
の
教
え
を
以
て
菩
薩
戒
の
解
釈
を
し
て
い
る
）、『
涅
槃
経
』
に
説
く
教
え
（
扶
律
談
常
）
の
徳
瓶
を
持
っ
て

い
る
（
大
乗
の
『
涅
槃
経
』
は
『
法
華
経
』
と
共
に
天
台
宗
所
依
の
経
典
の
一
つ
で
あ
り
、
さ
ら
に
戒
律
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
道
宣
も
天
台
菩
薩
戒
に
関
す
る
解
釈
で
多
く
引
用
し
て
い
る
）。
つ
ま
り
『
四
分
律
』
に
大
乗
的
解
釈
を
加
え
て
大

乗
戒（
円
妙
戒
）と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
戒
の
一
つ
ひ
と
つ
に
三
聚
浄
戒
を
配
当
し
て
三
聚
円
戒
を
示
し
た
。
そ
の
た
め『
業

疏
』
に
は
、
十
方
の
仏
土
中
、
一
乗
の
教
え
の
み
が
真
実
で
あ
り
、
ま
さ
に
心
を
一
乗
法
に
随
っ
て
修
行
す
べ
き
、
と
あ
る
。

ど
う
し
て
道
宣
は
出
家
戒
と
し
て
『
四
分
律
』
を
依
用
し
、
そ
こ
に
解
釈
な
ど
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
仏
の

制
定
し
た
戒
（
戒
法
）
は
、必
ず
師
が
直
接
伝
授
す
る
こ
と
（
師
授
）
を
尊
ぶ
た
め
で
あ
る
。
他
の
律
は
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ま
だ
に
授
受
の
作
法
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
『
四
分
律
』
の
起
源
は
曇
摩
迦
羅
に
基
づ
き
、以
来
、法
聡
、

道
覆
、
慧
光
、
道
雲
、
道
洪
、
智
首
、
道
宣
と
連
綿
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
故
に
中
国
に
お
け
る
受
戒
は
、『
四
分
律
』

に
統
一
さ
れ
、
受
戒
（
受
體
＝
戒
体
を
得
る
）
が
行
わ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
必
ず
『
四
分
律
』
を
受
持
し
て
祖
承
を
拠
り
所

と
す
る
。
授
受
に
は
、師
授
に
依
っ
て
得
ら
れ
る
本
質
が
備
わ
る
（
伝
え
ら
れ
る
）
た
め
、『
四
分
律
』
を
広
め
た
の
で
あ
る
。

け
っ
し
て
『
四
分
律
』
が
勝
れ
て
お
り
、
他
の
律
が
劣
っ
て
い
る
か
ら
『
四
分
律
』
を
用
い
よ
、
と
言
っ
た
の
で
は
な
い
。

ま
た
『
四
分
律
』
は
小
乗
で
あ
り
な
が
ら
、
大
乗
に
通
じ
る
五
つ
の
意
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
『
四
分
律
』
を
用
い
る
根
拠

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
例
え
る
な
ら
ば
、
真
言
宗
僧
は
、
た
と
え
金
剛
智
や
不
空
の
訳
本
で
あ
っ
て
も
、
他
の
宗
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門
の
請
来
で
あ
り
空
海
の
請
来
で
な
け
れ
ば
師
資
伝
来
に
反
す
る
た
め
、
東
寺
（
真
言
宗
）
で
は
用
い
な
い
の
と
同
義
で

あ
る
、
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
こ
で
実
相
は
『
四
分
律
』
が
弘
ま
っ
た
経
緯
に
焦
点
を
あ
て
、
特
に
師
授
・
祖
承
・
授
受

等
の
師
よ
り
直
接
教
え
を
授
か
る
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

以
上
が
実
相
の
記
し
て
い
る
イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
の
伝
戒
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
概
略
程
度
の
記
述
し

か
確
認
で
き
な
い
が
、
多
少
『
四
分
律
』
の
み
、
他
律
に
比
べ
て
記
述
が
多
い
。
そ
れ
は
『
四
分
律
』
が
中
国
、
日
本
に

お
い
て
伝
統
的
に
授
受
さ
れ
て
き
た
正
式
な
戒
律
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
ロ
）
日
本
へ
の
伝
戒

次
に
日
本
へ
の
伝
戒
と
展
開
、
特
に
真
言
宗
系
統
の
諸
師
に
お
け
る
受
戒
の
理
解
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。
ま

ず
実
相
は
、
日
本
に
『
四
分
律
』
に
よ
る
授
戒
制
度
が
伝
わ
っ
た
経
緯
と
し
て二一
、 

我
が
槫
桑
国
の
戒
律
を
伝
る
や
。
南
山
孫
第
（
マ
マ
）龍
興
寺
の
鑑
真
大
師
が
、
聖
武
皇
帝
の
請
に
応
じ
て
舶
に
乗
り
て
来
る
。

三
戒
壇
を
築
き
、
一
国
一
国
分
寺
を
興
造
し
て
、
四
分
を
秉
持
せ
し
。
以
来
た
、
天
下
八
宗
の
僧
徒
は
、
受
體
と
言

へ
ば
則
ち
三
壇
に
於
て
受
け
、
戒
学
成
就
し
て
各
国
分
寺
に
帰
し
て
三
学
を
勤
修
す
。
こ
の
故
に
本
朝
の
伝
戒
は
、

ま
た
四
分
を
依
承
す
。
厥
の
后
、
数
百
年
を
経
て
、
人
は
時
と
と
も
に
移
り
、
法
は
人
に
随
ひ
て
衰
ふ
。
天
下
の
三

壇
は
羯
磨
を
行
ず
と
雖
も
、
但
だ
是
れ
軌
行
に
し
て
得
不
を
論
ぜ
ず
。
仏
法
の
寿
命
は
是
に
お
い
て
か
息
に
庶
幾
し
、

大
師
の
戒
絃
は
殆
ん
ど
将
に
絶
な
ん
と
す
。
諸
律
の
説
に
依
る
に
、
三
師
七
證
は
互
に
有
犯
を
知
る
。
弟
子
も
亦
た
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和
尚
の
犯
戒
を
知
る
。
是
く
の
如
く
師
か
ら
受
く
と
雖
も
、
得
ず
を
知
ら
ば
、
則
ち
受
を
成
ぜ
ず
。
受
す
ら
、
な
お

得
せ
ず
。
況
や
全
く
受
け
ざ
る
を
や
。
…
（
中
略
）
…
仏
曰
く
、
我
が
滅
後
に
於
て
、
ま
さ
に
『
波
羅
提
木
叉
』
を

遵
敬
す
べ
し
。『
波
羅
提
木
叉
』
は
、こ
れ
汝
が
大
師
な
り
。
我
れ
半
月
に
一
び
来
る
と
（
半
月
布
薩
は
、即
ち
仏
来
な
り
）

誰
れ
が
こ
の
属
を
禀
け
ん
。
嗚
呼
、
悲
し
ひ
か
な
。
そ
れ
然
る
に
南
京
三
律
院
に
於
て
、
如
法
に
あ
ら
ず
と
雖
も
、

軌
則
と
し
て
授
受
は
絶
へ
ず
。
然
れ
ば
則
ち
四
分
の
戒
脈
は
全
く
絶
ゆ
と
は
謂
わ
ず
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
戒
律
は
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
道
宣
の
法
孫
で
あ
る

龍
興
寺
の
鑑
真
が
、
聖
武
皇
帝
の
招
請
に
応
じ
て
船
に
乗
っ
て
来
日
し
た
。（
聖
武
天
皇
は
日
本
に
）
三
つ
の
戒
壇
を
築
き
、

一
国
に
一
つ
国
分
寺
を
建
て
て
『
四
分
律
』
を
受
持
さ
せ
た二一
。
そ
れ
以
来
、
天
下
八
宗
の
僧
は
受
戒
（
具
足
戒
）
と
な
れ

ば
、
い
ず
れ
か
の
三
戒
壇
に
於
て
受
戒
し
、
戒
学
を
修
め
て
各
国
分
寺
に
帰
り
、
三
学
を
勤
め
励
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め

日
本
の
伝
戒
も
、『
四
分
律
』
に
依
っ
て
受
戒
相
承
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
数
百
年
が
経
ち
、
人
（
世
の
中
）
が
時
と
と

も
に
移
り
変
る
よ
う
に
、
法
も
人
に
随
っ
て
衰
え
て
い
っ
た
。
天
下
の
三
戒
壇
は
、
羯
磨
を
行
じ
て
い
た
が
、
形
だ
け
作

法
が
修
さ
れ
る
の
み
で
、
戒
体
が
得
ら
れ
る
・
得
ら
れ
な
い
（
得
不
）
な
ど
は
二
の
次
で
、
論
じ
ら
れ
て
す
ら
い
な
か
っ

た
。
仏
法
の
寿
命
は
、こ
こ
に
お
い
て
尽
き
よ
う
と
し
て
お
り
、鑑
真
の
伝
え
た
戒
は
、ほ
と
ん
ど
絶
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

諸
律
の
説
に
依
れ
ば
、
三
師
七
証
の
僧
た
ち
は
、
お
互
い
に
破
戒
し
た
か
が
分
か
る
。
同
様
に
弟
子
も
和
尚
が
犯
戒
す
れ

ば
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
師
か
ら
受
戒
し
て
も
、
如
法
の
受
戒
で
な
け
れ
ば
、
本
質
的
に
受
戒
し

た
（
戒
体
を
得
た
）
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
仏
は
、「
我
が
入
滅
後
、『
波
羅
提
木
叉
』
を
遵
敬
し
な
さ
い
。『
波
羅
提
木
叉
』
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は
、
汝
の
偉
大
な
師
で
あ
る
。
我
れ
は
半
月
に
一
度
来
る
（
半
月
布
薩
は
、
即
ち
仏
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
）」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
る
。
誰
れ
が
、
こ
の
教
え
を
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
全
く
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
。
な
ん
と
悲
し
い
こ

と
で
あ
ろ
う
。
南
都
の
三
律
院
（
東
大
寺
戒
壇
院
・
唐
招
提
寺
・
西
大
寺
で
あ
ろ
う
か
）
に
於
て
は
、
た
と
え
如
法
で
は
な
い
が
、

授
戒
の
軌
則
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
『
四
分
律
』
の
戒
脈
が
絶
え
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
あ

る
。
こ
こ
で
実
相
は
鑑
真
伝
戒
後
の
衰
退
を
示
し
つ
つ
も
、授
受
の
重
要
性
を
再
示
し
、南
都
の
三
律
院
に
お
い
て
は
、『
四

分
律
』
の
戒
脈
（
如
法
で
は
な
い
）
が
完
全
に
絶
え
て
い
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

続
い
て
『
秘
密
一
乗
尸
邏
眼
髄
』
で
は
真
言
八
祖
（
内
の
龍
樹
、
金
剛
智
、
不
空
、
恵
果
、
空
海
）
の
受
戒
に
つ
い
て二

三

、 

僧
祐
撰
す
る
所
の
『
薩
婆
多
師
資
伝
』
に
依
る
に
、
龍
樹
は
有
部
を
受
く
。『
表
製
（
マ
マ
）集
』
に
依
る
に
金
智
三
蔵
は
薦

福
寺
に
於
て
有
部
石
戒
壇
を
興
建
す
。
自
ら
の
所
承
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
奈
ん
ぞ
有
部
の
壇
を
建
て
ん
。
明
に
知

り
ぬ
、
有
部
な
る
こ
と
を
。
不
空
三
蔵
は
、
こ
の
壇
に
於
て
受
く
。
有
部
な
る
こ
と
明
け
し
。『
付
法
伝
』
恵
果
伝

に
曰
く
、
年
弱
冠
に
登
り
之
を
具
足
に
進
め
、
四
分
兼
学
し
三
蔵
該
通
す
と
。『
呉
殷
が
賛
』
に
曰
く
、
初
に
『
四

分
律
』
を
秉
し
、
後
に
三
密
灌
頂
す
と
。
大
師
の
文
法
は
多
く
対
句
と
な
す
。
こ
の
文
を
観
る
に
、
初
は
兼
該
に
対

し
て
謂
え
ば
、
四
分
を
兼
学
し
、
三
蔵
を
該
通
と
す
。
次
は
初
後
に
対
し
て
謂
え
ば
、
初
は
四
分
を
秉
し
、
後
に
三

密
を
受
く
。
文
法
は
是
の
如
し
。
異
求
す
べ
か
ら
ず
。
龍
智
菩
薩
は
何
部
を
受
学
す
る
か
、
い
ま
だ
明
證
を
得
ず
。

大
師
は
亦
た
嘗
て
東
大
寺
に
於
い
て
、
四
分
を
秉
持
す
。
大
同
元
年
に
帰
朝
の
後
、
弘
仁
十
四
年
に
真
言
所
学
を
定

め
て
、
こ
れ
を
宸
朝
に
奏
上
し
、『
蘇
悉
地
』『
蘇
婆
呼
』「
有
部
律
」
を
以
て
、
所
学
の
律
と
な
す
。
承
和
二
年
の
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遺
誡
に
東
大
寺
に
於
て
具
足
戒
を
受
け
て
三
年
練
行
せ
し
む
。
そ
の
後
師
に
随
い
て
密
教
を
受
学
す
べ
し
と
。
然
る

に
慧
（
マ
マ
）果
及
び
大
師
は
有
部
を
再
受
す
る
こ
と
、亦
た
明
文
な
し
。大
師
は
一
び
青
龍
和
尚
に
見
ゆ
。和
尚
告
げ
て
曰
く
、

我
が
命
、
竭
な
ん
と
欲
さ
ば
、
必
ず
須
く
速
に
香
華
を
弁
じ
て
灌
頂
に
入
る
べ
し
。
即
ち
供
具
を
弁
じ
て
六
七
八
月

に
入
壇
灌
頂
し
、
経
・
疏
・
儀
軌
の
四
百
餘
巻
を
授
受
す
。E

に
竟
て
匆
匆
と
し
て
寂
に
帰
し
玉
う
。
何
ん
ぞ
小
律

を
授
受
す
る
に
遑
あ
ら
ん
。
こ
れ
に
準
ず
る
に
、
ま
さ
に
再
受
せ
ざ
る
べ
し
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
僧
祐
撰
『
薩
婆
多
師
資
伝
』
に
依
れ
ば
、
龍
樹
は
「
有
部
律
」
を
受
け
て
い
る
。
さ

ら
に
『
表
制
集
』
に
依
れ
ば
金
剛
智
三
蔵
は
、
薦
福
寺
に
て
有
部
の
石
戒
壇
を
興
建
し
た
と
さ
れ
る
が
、
自
身
が
受
け
た

教
え
（「
有
部
律
」）
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
有
部
の
石
戒
壇
を
、
わ
ざ
わ
ざ
建
て
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
有
部
律
」
で
受

戒
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
不
空
三
蔵
は
、
こ
の
石
戒
壇
に
て
受
戒
し
、「
有
部
律
」
で
の
受
戒
を
明
か
し
て
い
る
。

『
付
法
伝
』
の
「
恵
果
伝
」
に
は
、
年
齢
が
二
十
歳
に
な
っ
た
た
め
具
足
戒
を
受
け
、『
四
分
律
』
を
兼
学
し
て
三
蔵
に
精

通
し
て
い
た
、
と
あ
る
。『
呉
殷
の
賛
』
に
よ
れ
ば
、
初
め
に
『
四
分
律
』
を
受
持
し
、
後
に
密
教
を
学
ん
で
弘
め
ら
れ
た
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
空
海
の
文
章
表
現
方
法
で
は
、
多
く
対
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
を
み
て
も
、
初
め
は
兼
と

該
を
用
い
て
、「
四
分
兼
学
」「
三
蔵
該
通
」
と
し
て
い
る
。
次
の
初
と
後
を
み
て
も
、初
で
は
「
初
四
分
秉
」、後
で
は
「
後

三
密
受
」
と
な
っ
て
お
り
、
文
法
上
の
表
記
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
異
な
る
意
図
を
見
出
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
龍
智

菩
薩
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
の
部
派
に
て
受
学
し
た
の
か
、い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
空
海
は
、か
つ
て
東
大
寺
に
て
『
四

分
律
』
を
受
持
し
た
。
大
同
元
年
に
帰
朝
し
た
後
、弘
仁
十
四
年
に
は
『
三
学
録
』
を
定
め
て
、こ
れ
を
朝
廷
に
奏
上
し
て
、
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『
蘇
悉
地
経
』『
蘇
婆
呼
童
子
経
』、「
有
部
律
」
を
所
学
の
律
と
し
た
。「
承
和
二
年
の
遺
誡
」
に
は
、
東
大
寺
に
て
具
足

戒
を
受
け
て
三
年
練
行
し
、
そ
の
後
、
師
に
随
っ
て
密
教
を
受
学
す
べ
き
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
恵
果
と
空
海

が
「
有
部
律
」
を
再
受
し
た
と
い
う
明
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
恵
果
が
初
め
て
空
海
を
一
見
し
た
時
、
恵
果
は
「
私
の
命

は
、
ま
さ
に
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
、
急
い
で
香
華
を
支
度
し
て
灌
頂
（
壇
）
に
入
り
な
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
こ

で
空
海
は
供
具
を
揃
え
て
六
・
七
・
八
月
に
入
壇
灌
頂
し
、
経
・
疏
・
儀
軌
な
ど
の
四
百
餘
巻
を
授
受
さ
れ
た
。
そ
れ
が
終

わ
っ
た
後
、
す
ぐ
に
恵
果
は
入
寂
さ
れ
た
。
ど
こ
に
「
有
部
律
」
を
授
受
す
る
時
間
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
な
い
の
は
明
白

で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
有
部
律
」
の
授
受
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
言
え
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
龍
樹
と
金
剛
智
、

不
空
の
「
有
部
律
」
受
戒
説
に
賛
同
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
師
の
「
有
部
律
」
受
戒
に
は
疑
問
（
証
明
す
る
記
録
が

な
い
点
）
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
し
仮
に
空
海
が
恵
果
よ
り
「
有
部
律
」
を
再
受
す
る
と
し
て
も
、『
御
請
来
目

録
』
を
引
い
て
、そ
の
よ
う
な
猶
予
（
授
戒
の
期
間
）
が
な
か
っ
た
し
て
否
定
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
実
相
は
、

入
唐
八
家
で
あ
り
、「
有
部
律
」
で
受
戒
し
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
円
行
に
つ
い
て二四
、 

『
真
言
伝
』
等
に
曰
く
、
円
行
は
有
部
を
受
く
と
。
仮
令
ひ
大
師
が
有
部
を
重
受
し
て
、
こ
れ
を
円
行
に
伝
る
も
、

実
範
は
厳
覚
の
写
瓶
と
す
。
師
承
無
き
こ
と
を
歎
じ
て
耕
師
に
受
る
時
は
、
則
ち
知
ぬ
。
ま
さ
に
そ
の
時
に
あ
た
り

真
言
一
家
に
受
戒
師
の
無
き
こ
と
を
。
文
、
い
ま
だ
他
寺
に
於
い
て
有
部
伝
持
の
師
あ
る
こ
と
聞
か
ず
。
然
れ
ば
則

ち
有
部
の
玄
網
は
長
く
絶
え
て
、
こ
れ
を
継
ぐ
に
地
な
し
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
『
真
言
伝
』
等
に
お
い
て
、
円
行
は
「
有
部
律
」
を
受
け
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
し
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大
師
が
「
有
部
律
」
を
重
受
し
て
、
円
行
に
授
け
た
と
し
よ
う
。
し
か
し
実
範
は
厳
覚
よ
り
密
教
を
写
瓶
し
た
が
、「
戒
」

の
師
承
が
無
い
こ
と
を
嘆
い
て
、
耕
師
よ
り
戒
を
受
け
た
。
ま
さ
に
そ
の
時
、
真
言
宗
に
お
い
て
受
戒
師
が
い
な
か
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、い
ま
だ
他
の
寺
院
に
て
、「
有
部
律
」を
伝
持
し
て
き
た
師
が
い
た
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

つ
ま
り
「
有
部
律
」
の
玄
網
は
長
く
絶
え
て
お
り
、
こ
れ
を
継
い
で
い
る
寺
院
も
存
在
し
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

で
実
相
は
疑
い
な
が
ら
も
、
あ
え
て
円
行
が
「
有
部
律
」
受
戒
を
し
た
と
し
て
仮
説
を
た
て
、
実
範
の
受
戒
時
の
例
な
ど

を
挙
げ
つ
つ
、
現
今
に
お
け
る
「
有
部
律
」
の
不
伝
を
主
張
し
て
い
る
。

以
上
が
『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』
に
説
か
れ
る
実
相
の
戒
律
伝
来
理
解
で
あ
る
が
、
す
で
に
「
有
部
律
」
派
を
意
識
し

た
主
張
が
多
く
散
見
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
学
如
へ
の
反
論
（『
旭
照
霜
露
編
』）
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』
に
記
さ
れ
て
い
る
主
張
を
も
と
に
『
旭
照
霜
露
編
』
が
著
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
批
判
を
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
項
で
は
『
旭
照
霜
露
編
』
の
該
当
部
分
の
確
認
を
行

い
た
い
。

（
ハ
）『
真
言
律
行
問
答
』
へ
の
指
摘

『
旭
照
霜
露
編
』
を
確
認
し
て
み
る
と
、
学
如
の
主
張
す
る
真
言
諸
師
の
有
部
律
受
戒
の
問
題
に
対
し
て
は
、
前
述
し

た
戒
壇
や
作
法
、
三
師
七
証
等
を
挙
げ
て
詳
細
に
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
な
認
識
に
つ
い
て
は
『
秘
密
一
乗
尸

邏
眼
髄
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
実
相
は
『
旭
照
霜
露
編
』
の
中
で二五
、 
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彼
（
学
如
）
曰
く
、
有
部
を
秉
す
れ
ば
則
ち
真
言
行
と
し
、
四
分
を
禀
れ
ば
則
ち
小
乗
宗
と
す
。

と
取
り
上
げ
て
、
学
如
は
「
有
部
律
」
を
受
持
す
る
者
が
真
言
行
人
（
如
法
の
真
言
僧
）
で
あ
り
、『
四
分
律
』
を
受
持
す
る

人
は
小
乗
宗
の
者
で
あ
り
、
真
言
行
人
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
以
下
の
よ
う
に
批
判
を
展
開
す
る二六
。
尚
、

以
下
『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』
と
内
容
が
重
複
し
な
い
部
分
（
網
掛
け
）
を
抜
粋
し
て
確
認
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

お
よ
そ
出
家
受
戒
は
大
小
乗
を
問
わ
ず
。
釈
門
の
通
軌
に
し
て
西
天
、
支
那
、
我
朝
三
国
、
古
の
時
に
あ
た
り
、
比

丘
に
あ
ら
ざ
る
者
な
し
。
故
に
真
言
天
台
等
の
名
あ
る
と
雖
も
、
真
言
律
、
天
台
律
等
の
名
は
な
し
。
澆
季
に
逮
び

戒
律
廃
絶
し
て
、
四
海
淊
々
た
る
は
、
皆
こ
れ
な
り
。
過
□
禀
戒
の
者
あ
れ
ば
、
不
受
者
に
簡
て
、
遂
に
真
言
浄
土

律
等
の
名
を
立
つ
。
別
の
深
意
な
し
。
彼
の
五
部
の
如
く
、
部
は
乃
ち
宗
な
り
。
曇
無
徳
部
、
薩
婆
多
部
、
各
々
五

部
の
一
に
し
て
、
小
乗
一
宗
な
り
。
大
乗
の
人
は
各
々
初
入
出
家
の
縁
に
随
ひ
て
、
五
部
律
を
受
く
。
小
乗
の
人
は

受
れ
ば
則
ち
本
よ
り
小
乗
の
行
な
り
。
大
乗
の
人
は
受
れ
ば
小
律
、
即
ち
大
乗
律
儀
戒
と
な
る
。
戒
は
こ
れ
一
戒
と

雖
も
、
能
護
の
心
に
随
ひ
て
、
即
ち
大
小
顕
密
戒
と
な
る
。
有
部
を
受
く
れ
ば
、
則
ち
真
言
行
と
し
、
四
分
を
受
く

れ
ば
、
則
ち
真
言
の
行
と
な
さ
ず
と
は
、
是
の
如
き
局
見
、
何
れ
の
教
理
に
あ
る
や
。
青
龍
和
尚
、
及
び
我
が
大
師

は
並
び
に
四
分
を
受
く
。
真
言
の
行
を
成
ぜ
ざ
る
や
。
唯
だ
「
有
部
律
」
の
み
、汝
等
が
所
行
、是
れ
菩
薩
道
に
し
て
、

餘
の
四
律
は
菩
薩
の
道
に
あ
ら
ず
。
何
れ
の
理
に
あ
る
や
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
真
言
宗
や
天
台
宗
等
の
名
前
が
み
ら
れ
る
が
、
真
言
律
や
天
台
律
等
の
名
前
は
確
認
で
き
な
い
。
末

世
（
澆
季
）
に
な
る
と
戒
律
が
廃
絶
し
て
、
四
海
（
天
下
）
の
風
潮
が
無
戒
等
に
流
れ
向
か
う
の
は
、
す
べ
て
戒
律
が
保
た
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れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
す
で
に
戒
を
受
け
た
者
が
、
未
受
戒
者
（
受
戒
で
き
て
い
な
い
者
）
の
た
め
に
教
え
を

選
び
、
真
言
律
・
浄
土
律
等
の
名
が
立
て
ら
れ
た
。
別
に
深
い
意
向
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
か
の
五
部
（
部
派
）
の

よ
う
に
、部
と
は
宗
を
表
し
て
い
る
。
曇
無
徳
部
や
薩
婆
多
部
は
、そ
れ
ぞ
れ
五
部
の
内
の
一
つ
で
、小
乗
の
一
宗
で
あ
る
。

大
乗
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
初
入
出
家
の
縁
に
随
っ
て
、
五
部
の
い
ず
れ
か
の
律
を
受
け
る
。
小
乗
の
人
は
、
受
戒
し
て
も

元
々
小
乗
の
行
で
あ
る
が
、
大
乗
の
人
は
受
け
れ
ば
小
律
が
、
つ
ま
り
大
乗
の
律
儀
戒
と
な
る
。
戒
は
、
一
つ
の
戒
で
あ
っ

て
も
、
能
護
の
心
に
随
う
か
ら
大
小
顕
密
の
戒
と
な
る
。「
有
部
律
」
を
受
け
れ
ば
真
言
行
人
で
あ
り
、『
四
分
律
』
を
受

け
れ
ば
真
言
行
人
で
は
な
い
と
い
う
偏
見
は
、
ど
こ
の
教
理
に
見
出
せ
る
の
か
、
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
で
実
相
は
真

言
律
や
浄
土
律
な
ど
の
名
称
が
た
て
ら
れ
た
理
由
を
明
か
し
、
部
＝
宗
の
説
明
を
加
え
て
、
あ
く
ま
で
も
真
言
僧
に
お
け

る
『
四
分
律
』
と
「
有
部
律
」
に
よ
る
受
戒
に
差
異
が
生
じ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
痛
烈
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。
さ
ら

に
実
相
は
『
旭
照
霜
露
編
』
に
て二七
、

 

彼
（
学
如
）
曰
く
、青
龍
和
尚
、及
び
我
が
大
師
は
有
部
を
再
受
し
、実
恵
、真
雅
等
、大
師
振
々
と
し
て
皆
「
有
部
律
」

な
り
。

と
述
べ
、
恵
果
や
空
海
が
「
有
部
律
」
を
再
受
し
て
お
り
、
実
恵
や
真
雅
等
も
同
様
に
「
有
部
律
」
を
受
戒
し
て
い
る
と

い
う
学
如
の
主
張
を
引
い
て
い
る
。
続
い
て
恵
果
以
降
の
真
言
諸
師
の
受
戒
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
批
判
を
展
開
し

て
い
る二
八

。
青
龍
和
尚
、
及
び
我
が
大
師
は
有
部
を
再
受
す
る
こ
と
、
並
に
明
文
な
し
。
四
分
を
受
学
す
れ
（
る
）
は
、
並
に
明
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文
あ
り
。
大
師
が
一
び
青
龍
和
尚
に
見
ゆ
。
和
尚
、
告
て
曰
く
、
我
が
命
竭
ん
と
欲
ふ
。
須
く
速
に
香
華
を
辨
じ
て

灌
頂
壇
に
入
る
べ
し
。
即
ち
供
具
を
辨
じ
て
、
六
月
上
旬
に
胎
蔵
壇
に
入
り
、
七
月
上
旬
に
金
剛
壇
に
入
る
。
八
月

上
旬
に
は
傳
法
阿
遮
梨
位
の
灌
頂
を
受
く
。
そ
の
後
二
百
一
十
六
部
四
百
六
十
一
巻
の
経
軌
・
論
疏
を
以
て
、
こ
れ

を
受
学
す
。
授
受
の
間
、
纔
に
半
年
を
経
つ
。
授
受
、
纔
に
竟
る
に
匆
匆
と
し
て
寂
に
入
り
玉
う
。
大
師
の
入
唐
は
、

た
だ
密
教
の
た
め
に
し
て
、和
尚
の
大
師
を
俟
つ
も
亦
、密
教
の
た
め
な
り
。
何
ぞ
有
部
を
重
受
す
る
に
遑
あ
ら
ん
や
。

『
請
来
録
』
及
び
『
遺
告
』
の
文
を
熟
読
せ
ば
、
則
ち
文
相
形
勢
は
、
小
律
渉
ざ
る
を
、
理
勝
た
り
と
す
。
も
し
重

受
せ
ば
、
則
ち
何
ぞ
『
請
来
録
』
等
に
有
部
を
再
受
す
と
曰
は
ざ
る
や
。
原
ぬ
る
に
、
そ
れ
聖
武
上
皇
は
鑑
真
大
師

を
請
ひ
て
、
三
戒
壇
を
築
く
。
鑑
真
大
師
を
大
和
尚
と
称
し
て
、
諸
宗
の
受
戒
を
和
上
に
一
任
せ
ん
。
以
来
た
、
本

朝
は
一
統
し
て
四
分
を
受
学
し
、
諸
宗
受
戒
を
三
戒
壇
主
宰
の
人
に
一
任
す
。『
承
和
の
遺
誡
』
に
は
東
大
寺
に
し

て
三
年
練
行
せ
し
む
。
然
る
に
彼
の
寺
は
、
是
れ
四
分
受
学
の
地
に
し
て
、
い
ま
だ
か
つ
て
有
部
を
受
学
す
る
こ
と

聞
か
ず
。
実
恵
等
の
師
は
準
じ
て
『
遺
誡
』
に
依
る
。
東
大
寺
に
於
い
て
具
足
戒
を
受
る
こ
と
記
傳
に
見
ゆ
。
こ
れ

に
準
じ
て
言
え
ば
、
こ
れ
則
ち
四
分
受
な
る
こ
と
文
理
な
し
に
あ
ら
ず
。
有
部
受
と
言
う
こ
と
事
義
や
や
難
し
。
然

る
所
以
ん
は
、
古
の
時
、
諸
宗
皆
四
分
な
る
が
故
、
諸
宗
通
じ
て
登
る
を
将
て
、
他
部
雑
登
の
證
と
し
難
し
。
設
ひ

遇
他
部
有
る
と
も
諸
律
の
文
に
準
ず
る
に
、
他
部
異
見
は
互
に
足
数
せ
ず
。
互
に
法
を
共
な
わ
ず
、
南
京
七
大
寺
の

諸
師
、
豈
に
こ
の
釈
律
文
を
見
ざ
る
べ
け
ん
や
。
古
の
時
に
あ
た
り
、
南
京
七
大
寺
は
義
を
立
て
る
こ
と
、
太
は
だ

厳
な
り
。
既
じ
て
叡
山
築
壇
を
許
さ
ざ
る
時
は
、
則
ち
恐
く
は
他
部
雑
登
を
許
さ
ず
。
し
か
し
て
、
明
文
な
け
れ
ば
、
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事
実
をF

に
し
難
し
。
そ
の
疑
に
お
い
て
は
、
蓋
し
闕
如
す
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば『
御
請
来
目
録
』（
以
下『
請
来
録
』）
と『
御
遺
告
』の
文
を
熟
読
し
て
、そ
の
文
章
に
の
っ
と
れ
ば
、

「
有
部
律
」
に
よ
る
授
戒
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、む
し
ろ
「
有
部
律
」
に
よ
る
授
戒
を
し
て
い
な
い
と
理
解
す
る
の
が
良
い
。

さ
ら
に
、
も
し
空
海
が
重
受
し
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
『
請
来
録
』
等
に
「
有
部
律
」
を
再
受
し
た
旨
が
書
か
れ
て
い
な

い
の
か
。

さ
ら
に
実
恵
等
の
師
は
『
遺
誡
』
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
東
大
寺
に
て
受
戒
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
東
大
寺

に
於
い
て
具
足
戒
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
伝
記
に
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
準
じ
れ
ば
、『
四
分
律
』
に
よ
る
受
戒
の
根
拠

と
な
り
、「
有
部
律
」
に
よ
り
受
戒
し
た
と
主
張
す
る
の
は
難
し
い
と
言
え
よ
う
、
と
主
張
し
て
い
る
。
実
相
が
指
摘
す

る
通
り
、「
有
部
律
」
に
よ
る
受
戒
に
つ
い
て
は
、
そ
の
明
文
が
な
い
点
は
注
視
す
べ
き
で
あ
る
と
言
え
る
。
加
え
て
実

慧
に
つ
い
て
は
、
東
大
寺
で
の
受
戒
年
等
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
明
確
な
文
章
が
見
当

た
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
具
足
戒
の
受
戒
＝
三
戒
壇
で
の
受
戒
を
考
慮
す
れ
ば
、『
四
分
律
』
に
よ
る
受
戒

は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
実
恵
の
受
戒
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
頂

き
た
い二九
。

ま
た
実
相
は
『
旭
照
霜
露
編
』
で
も
「
五
義
分
通
」
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。「
五
義
分
通
」
と
は
、『
四
分
律
』

に
内
在
す
る
大
乗
に
通
ず
る
五
つ
の
要
素
を
指
す
。
前
述
し
た
よ
う
に
『
秘
密
一
乗
尸
邏
眼
髄
』
で
は
、
道
宣
が
『
四
分

律
』
を
重
視
し
た
理
由
と
し
て
「
五
義
分
通
」
で
は
な
く
、授
受
さ
れ
て
き
た
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
た
。
そ
こ
で
『
旭
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照
霜
露
編
』
を
み
て
み
る
と三〇
、

五
義
分
通
大
乗
と
言
う
は
、
こ
れ
は
四
分
の
當
体
に
五
義
を
以
て
大
乗
に
通
ず
る
こ
と
あ
り
と
。
開
会
の
義
に
は
あ

ら
ず
。
も
し
開
会
を
謂
は
ば
、
豈
た
だ
分
通
の
み
な
ら
ん
や
。
『
業
疏
』
に
一
々
に
戒
を
具
し
て
三
聚
圓
発
し
て
、

十
方
の
仏
土
中
、
唯
一
乗
法
あ
り
て
、
ま
さ
に
心
を
処
に
域
す
べ
し
。
方
に
四
分
を
開
し
て
一
佛
乗
と
す
る
と
混
同

す
べ
か
ら
ず
。
あ
る
人
、
五
義
分
通
を
開
会
と
す
る
は
疎
謬
、
こ
れ
甚
だ
し
。 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
五
義
分
通
大
乗
と
言
う
の
は
、『
四
分
律
』そ
の
も
の
に
五
義（
五
つ
の
根
拠
）が
あ
り
、

小
乗
で
あ
り
な
が
ら
大
乗
に
通
じ
て
い
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。『
四
分
律
』
す
べ
て
が
大
乗
（
開
会
）
と
い
う
意
味
で

は
な
い
。
も
し
す
べ
て
が
開
会
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
分
通
（
一
部
＝
五
つ
の
義
が
示
さ
れ
て
い
る
）
と
示
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
さ
に
『
四
分
律
』
す
べ
て
が
大
乗
で
あ
る
と
理
解
し
て
混
同
す
べ
き
で
は
な
い
。
あ
る
人
（
学
如
）

は
、
五
義
分
通
を
開
会
と
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
違
い
は
酷
い
も
の
だ
、
と
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
他
に

も
恵
果
や
金
剛
智
等
の
「
有
部
律
」
の
兼
学
、
叡
尊
の
自
誓
受
戒
、「
他
部
雑
登
」（
戒
壇
）
の
授
戒
、
三
師
七
証
等
の
問

題
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
拙
稿
に
て
取
り
上
げ
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い三一 

。

以
上
、『
秘
密
一
乗
尸
邏
眼
髄
』
と
『
旭
照
霜
露
編
』
を
通
し
て
戒
律
伝
来
に
関
す
る
部
分
を
確
認
し
て
き
た
が
、『
旭

照
霜
露
編
』
に
お
い
て
学
如
へ
の
批
判
と
い
う
若
干
の
増
補
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
以
外
、
両
書
に
大
き
な
相
違
は
見

い
だ
せ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
実
相
の
『
秘
密
一
乗
尸
邏
眼
髄
』
は
、
学
如
へ
の
批
判
を
考
慮
し
つ
つ
書
か
れ
て
い
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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三
、
結
び

本
論
考
で
は
『
秘
密
一
乗
尸
邏
眼
髄
』
と
『
旭
照
霜
露
編
』
を
用
い
て
、
実
相
の
戒
律
伝
来
に
対
す
る
認
識
の
確
認
を

試
み
た
。

ま
ず
、『
秘
密
一
乗
尸
邏
眼
髄
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
お
け
る
戒
律
伝
来
で
は
、
戒
律
の
起
源
を

明
か
し
な
が
ら
、
諸
部
派
の
用
い
た
律
を
略
説
し
、
特
に
自
身
の
所
依
と
す
る
『
四
分
律
』
を
中
心
に
説
明
が
加
え
ら
れ

て
い
た
。
そ
し
て
日
本
へ
の
伝
来
で
は
鑑
真
に
よ
る
正
式
な
戒
律
伝
来
を
明
か
し
つ
つ
『
四
分
律
』
に
依
る
受
戒
の
正
当

性
、
そ
し
て
学
如
の
主
張
を
視
野
に
入
れ
た
「
有
部
律
」
受
戒
で
の
問
題
点
を
、
師
よ
り
授
か
る
授
受
等
を
理
由
と
し
て

否
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
旭
照
霜
露
編
』
で
は
、
こ
れ
の
歴
史
的
問
題
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
四
分
律
』
と
「
有
部
律
」

に
よ
る
受
戒
の
差
異
や
「
有
部
律
」
再
受
の
明
文
（
の
無
い
こ
と
）、
五
義
分
通
理
解
等
の
問
題
を
挙
げ
て
批
判
を
加
え
、

続
け
て
兼
学
や
戒
壇
、
三
師
七
証
等
の
問
題
を
提
示
し
て
学
如
の
説
に
異
を
唱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
両

書
か
ら
読
み
取
れ
る
実
相
の
戒
律
伝
来
理
解
は
、
概
略
史
と
い
う
の
が
妥
当
で
あ
る
。
加
え
て
戒
律
伝
来
全
体
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
概
ね
豊
安
（
七
六
四
～
八
四
〇
）『
戒
律
伝
来
記
』
や
凝
然
（
一
二
四
〇
～
一
三
二
一
）『
律
宗
綱
要
』
と
比
較
し

て
も
、
歴
史
的
な
相
違
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
特
別
新
し
い
発
見
は
な
か
っ
た
が
（
律
宗
伝
来
に
対
す
る
認
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識
に
問
題
は
な
い
）、「
有
部
律
」
に
対
す
る
考
え
方
（
解
釈
）、
特
に
龍
樹
や
金
剛
智
、
不
空
を
除
き
、
恵
果
や
空
海
以
下
、

真
言
僧
が
「
有
部
律
」
を
出
家
戒
と
し
て
受
持
し
て
い
な
い
点
へ
の
指
摘
が
確
認
で
き
た
。

勿
論
、
実
相
の
戒
律
伝
来
の
記
述
が
概
略
程
度
に
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

実
相
自
身
、
豊
安
や
凝
然
等
の
『
四
分
律
』
で
受
戒
し
て
き
た
僧
侶
た
ち
の
著
作
を
み
て
学
ん
で
い
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
ま
た
実
相
と
凝
然
（
他
の
著
作
も
含
む
具
体
的
な
）
の
律
宗
伝
来
に
関
す
る
理
解
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
別
な
機

会
に
試
み
た
い
。

そ
こ
で
「
有
部
律
」
受
持
派
で
は
、
ど
の
よ
う
な
伝
戒
理
解
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
学
如
自
身
の
戒
律
伝
来

に
関
す
る
記
述
は
、
著
作
の
中
に
散
見
で
き
る
程
度
で
あ
り
、
現
時
点
で
確
か
な
も
の
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
同

じ
有
部
律
興
隆
運
動
を
展
開
し
た
真
別
処
第
十
世
の
密
門
（
～
一
七
八
八
）
の
著
作
に
、『
三
国
毘
尼
伝
』
が
あ
る
（
現
時

点
で
は
未
見
）。
藤
谷
厚
生
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば三
二

、「
三
国
を
通
し
て
の
律
宗
の
流
伝
相
承
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

近
世
江
戸
期
の
真
言
律
宗
の
復
興
と
そ
の
立
場
が
、
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
り
、
本
書
が
「
有
部
律
」
派
の
戒

律
伝
来
理
解
を
確
認
す
る
の
に
重
要
な
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
の
考
察
は
別
な
機
会
を
期
し
た
い
。

以
上
、
学
如
を
中
心
と
し
た
「
有
部
律
」
受
持
派
の
見
解
（
真
言
の
諸
師
は
「
有
部
律
」
を
受
戒
し
て
き
た
と
い
う
認
識
）

と
実
相
の
見
解
（
伝
統
的
な
『
四
分
律
』
に
よ
る
受
戒
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
認
識
）
に
つ
い
て
は
、
根
本
的
な
部
分
に
相
違

が
見
出
せ
る
。
そ
の
た
め
学
如
と
実
相
以
降
も
「
有
部
律
」
派
と
『
四
分
律
』
派
に
よ
る
論
争
が
展
開
さ
れ
続
け
ら
れ
て

い
っ
た
の
も
納
得
で
き
よ
う
。
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抑
々
、
学
如
は
『
三
学
録
』
を
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
真
言
諸
師
が
「
有
部
律
」
に
て
受
戒
し
て
き
た
こ
と
を
正
し
い

歴
史
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
実
相
が
空
海
の
意
向
と
し
て
「
有
部
律
」
を
依
用
し
て
受
戒
す
べ
き
で
は
な
い

等
、
様
々
な
問
題
点
を
指
摘
し
て
も
、
す
れ
違
い
が
発
生
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
空
海
の
小
乗
戒
（
具
足
戒
）

理
解
」
は
、
十
住
心
思
想
に
於
て
第
四
住
心
に
配
当
さ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
小
乗
戒
と
し
て
受
持
し
て

固
執
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
苫
米
地
誠
一
氏
の
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に三三
、
具
足

戒
を
声
聞
の
戒
と
定
め
て
、
方
便
と
し
て
の
受
持
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
学
如
と
実
相
、
両
者
の
主
張
は
江
戸
時
代
の
僧
侶
が
戒
律
研
鑽
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
で
あ
り
、
こ

の
時
代
に
お
け
る
貴
重
な
思
想
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
末
筆
に
な
る
が
、
実
相
は
戒
律
伝
来
、
特
に
『
四
分
律
』
の
伝
来
に
お
い
て
は
師
授
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
見

受
け
ら
れ
た
。
し
か
し
実
相
自
身
、
自
誓
通
受
に
よ
る
受
戒
の
み
行
っ
て
お
り
、
別
受
に
よ
る
受
戒
は
確
認
で
き
な
い
。

さ
ら
に
実
相
の
伝
記
に
は三四 

「
事
務
の
暇
に
『
自
誓
受
戒
方
䡄
』
を
撰
し
て
諸
を
神
鳳
の
知
事
寮
に
寘
き
、
以
っ
て
進
具
の

行
用
に
資
し
て
、
そ
の
䡄
見
を
僧
坊
に
行
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
自
誓
受
戒
を
重
要
視
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

勿
論
、
実
相
が
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
、
三
戒
壇
に
お
け
る
受
戒
こ
そ
が
日
本
に
お
け
る
正
式
な
受
戒
と
言
う
点
は
揺
る

ぎ
な
い
。
し
か
し
日
本
に
お
い
て
は
、
中
世
に
覚
盛
や
叡
尊
等
に
よ
っ
て
自
誓
受
戒
が
宣
揚
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
後
世
、

自
誓
受
戒
が
、
三
戒
壇
で
の
受
戒
を
含
む
、
戒
律
全
般
に
対
す
る
理
解
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が

な
い
。
そ
れ
は
藤
谷
厚
生
氏
の
研
究
に
て三
五

、 
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近
世
期
の
戒
律
復
興
は
京
都
槇
尾
山
西
明
寺
に
お
い
て
、
明
忍
律
師
が
自
誓
受
戒
を
行
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い

る
。
こ
れ
以
後
、
所
謂
律
の
三
僧
房
（
西
明
寺
・
野
中
寺
・
神
鳳
寺
）
が
成
立
し
、
こ
こ
を
中
心
に
多
く
の
比
丘
が
養

成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
比
丘
は
自
誓
受
に
よ
る
通
受
比
丘
で
あ
っ
た
。
古
来
、
我
が
国
に

お
い
て
四
分
律
で
は
、
通
受
で
三
聚
浄
戒
を
受
け
た
後
、
さ
ら
に
別
受
に
よ
っ
て
比
丘
の
二
百
五
十
戒
を
具
足
す
る

の
が
習
わ
し
で
あ
っ
た
が
、
近
世
期
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
別
受
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
通
受
自
誓
に
よ
っ
て
比

丘
戒
具
足
す
る
立
場
が
最
も
流
行
し
た
。
こ
の
通
受
自
誓
に
よ
る
比
丘
成
性
の
立
場
こ
そ
、
西
大
寺
・
叡
尊
よ
り
流

れ
る
真
言
律
の
立
場
で
あ
り
、
江
戸
期
の
菩
薩
戒
の
流
行
は
正
に
こ
の
真
言
律
に
基
づ
く
受
戒
法
で
あ
っ
た
」

と
詳
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
影
響
力
の
強
さ
が
理
解
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
実
相
は
具
体
的
な
受
戒
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
回
は
実

相
が
重
要
視
す
る
師
承
（
具
体
的
な
教
え
を
事
細
か
に
師
よ
り
教
わ
る
授
受
・
面
授
等
）、
そ
し
て
自
誓
受
戒
と
の
関
係
に
焦
点

を
あ
て
て
検
討
を
行
い
た
い
。

　
　
註

一 

以
前
は
拙
稿
に
お
い
て
「
有
部
律
復
興
運
動
」
と
明
記
し
て
い
た
が
、「
有
部
律
」
に
依
る
受
戒
の
復
興
と
は
言
い
難
い
た
め
、
今
後
は
「
有
部

律
興
隆
運
動
」
に
統
一
し
た
い
。

二 

佐
竹
隆
信
「
実
相
律
師
の
戒
律
観
①
―
衣
を
中
心
に
―
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
五
号
、
二
〇
二
〇
）
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三 

佐
竹
隆
信
「
実
相
律
師
の
戒
律
観
①
―
衣
を
中
心
に
―
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
五
号
、
二
〇
二
〇
）

四  

佐
竹
隆
信
「
実
相
律
師
に
よ
る
『
真
言
律
行
問
答
』
批
判
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
四
号
、
二
〇
一
九
）

五  

佐
竹
隆
信
「
学
如
撰
『
真
言
律
行
問
答
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
智
山
学
報
』
第
六
十
三
輯
、
二
〇
一
四
）

六  
佐
竹
隆
信
「
実
相
律
師
に
よ
る
『
真
言
律
行
問
答
』
批
判
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
四
号
、
二
〇
一
九
）

七  

佐
竹
隆
信
「
東
長
寺
所
蔵
『
開
祖
即
禅
実
相
大
和
尚
伝
記
』
の
紹
介
と
翻
刻
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
号
、
二
〇
一
八
）
六
七
～

六
八
頁

八  「
未
」
の
誤
り
か
。

九  

霊
雲
寺
開
基
の
浄
厳
（
一
六
三
九
～
一
七
〇
二
）
の
弟
子
に
あ
た
り
、
湯
島
霊
雲
寺
第
二
世
。
後
に
東
大
寺
戒
壇
院
長
老
と
な
る
。
尚
、
実
相
は

『
真
言
律
行
問
答
』
の
批
判
を
行
う
際
に
霊
雲
寺
第
四
世
法
明
（
一
七
〇
六
～
一
七
六
三
）
の
戒
壇
に
関
す
る
説
を
引
用
し
て
お
り
、
実
相
と
霊

雲
寺
に
は
交
流
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

一
〇  『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
巻
六
「
下
豊
沢
村
」
の
項
に
よ
れ
ば
、「
真
言
律
宗
和
泉
国
一
の
宮
大
鳥
山
神
鳳
寺
宿
寺
に
て
、江
戸
湯
島
霊
雲
寺
末
な
り
。

源
秀
山
永
松
院
と
號
す
。
當
寺
、
昔
は
芝
金
杉
に
あ
り
。
淨
土
真
宗
西
本
願
寺
末
に
て
、
同
所
壽
林
寺
よ
り
兼
帶
せ
し
を
、
元
禄
十
三
年
九
月

旗
下
の
士
、
松
平
外
記
忠
益
、
當
所
の
抱
屋
敷
を
神
凰
寺
中
興
快
円
比
丘
に
寄
附
し
、
彼
寺
名
を
爰
に
引
移
し
改
宗
し
て
宿
寺
と
な
せ
り
。
故

に
忠
益
を
開
基
と
す
。
元
禄
十
五
年
七
月
二
十
五
日
卒
。
開
山
快
圓
は
正
徳
二
年
二
月
八
日
寂
」
と
あ
り
、
神
鳳
寺
や
霊
雲
寺
等
と
の
関
係
が

確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
室
泉
寺
の
護
摩
堂
に
は
「
不
動
立
像
長
二
尺
七
寸
、
愛
染
坐
像
長
二
尺
五
寸
な
る
を
安
ず
。
共
に
南
都
招
提
寺
開
山
鑑

真
和
尚
の
弟
子
支
卓
律
師
の
作
と
云
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
戒
律
と
縁
の
深
い
寺
院
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
尚
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
は

室
泉
寺
の
「
室
」
が
「
寳
」
と
間
違
わ
れ
て
寳
泉
寺
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　 

ま
た
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
快
円
（
？
～
一
七
一
二
）
は
高
野
山
真
別
処
円
通
律
寺
第
三
世
で
、
家
原
寺
の
英
意
の
請
に
よ
り
、
神
凰
寺

を
再
興
し
た
僧
で
あ
り
（『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
第
十
「
円
通
寺
」）、
浄
厳
に
菩
薩
戒
を
授
け
た
人
物
で
も
あ
る
（
上
田
霊
城
『
浄
厳

和
尚
伝
記
史
料
集
』
所
収
『
浄
厳
大
和
尚
年
譜
艸
稿
』
二
五
八
頁
上
）。
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一
一  

『
神
鳳
一
派
僧
名
帳
』（
稲
城
信
子
『
日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究
』「
翻
刻
編
」
九
五
頁
下
段
）
に
よ
れ
ば
、「
泰
洲
房
廣
慧
　
具
戒
得

時
寶
永
五
年
九
月
二
十
九
日
辰
時
上
分
中
」
と
あ
り
、
泰
洲
房
廣
慧
と
い
う
僧
侶
が
一
七
〇
八
年
に
具
足
戒
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
同
『
僧
名
帳
』（
同
書
九
九
頁
上
段
）
に
は
「
即
禅
房
實
相
　
具
戒
得
時
享
保
十
四
年
酉
十
二
月
五
日
辰
時
上
分
中
／
明
和
六
（
マ
マ
）年
戊

子
九
月
二
日
示
寂
生
年
六
十
四
」
と
あ
り
、ま
た
『
開
祖
即
禅
実
相
大
和
尚
伝
記
』（
佐
竹
隆
信
「
東
長
寺
所
蔵
『
開
祖
即
禅
実
相
大
和
尚
伝
記
』

の
紹
介
と
翻
刻
」
六
八
頁
）
に
は
「
丁
未
秋
八
月
、
大
鳥
山
の
観
慧
和
尚
に
随
ひ
て
、
息
慈
戒
を
納
む
。
神
鳳
僧
寺
に
籍
し
、
恒
に
諸
律
を
閲

し
て
知
見
を
増
廣
す
。
己
酉
冬
十
月
、
好
相
壇
に
入
り
て
五
旬
静
座
し
□
（
宿
）か
罪
を
懺
悔
す
。
本
尊
佛
母
親
が
相
好
光
明
の
身
に
て
現
ず
る
こ
と

を
感
じ
、
十
二
月
五
日
、
辰
時
上
分
中
に
通
受
苾
蒭
三
聚
浄
戒
を
発
得
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
相
が
一
七
二
九
年
（
享
保
十
四
年
）
に
神

凰
寺
に
て
通
受
に
よ
る
受
戒
（
自
誓
受
戒
）
を
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
さ
ら
に
本
論
中
に
お
い
て
前
述
し
た
が
、実
相
の
伝
記（
佐
竹
隆
信「
東
長
寺
所
蔵『
開
祖
即
禅
実
相
大
和
尚
伝
記
』の
紹
介
と
翻
刻
」六
七
頁
）

に
よ
れ
ば
「
室
泉
の
廣
慧
和
上
に
謁
し
て
菩
薩
大
戒
を
受
け
、
孜
々
と
し
て
請
益
す
。
い
ま
だ
幾
な
ら
ず
。
慧
公
は
錫
を
攝
の
住
江
に
移
し
、

師
も
亦
た
巾
瓶
を
執
り
て
従
う
。
博
く
律
典
を
詢
じ
、
南
山
章
疏
三
大
諸
部
を
聞
き
隨
い
て
通
鬯
す
」
と
あ
り
、
一
七
二
五
年
に
廣
慧
は
攝
津

（
大
阪
府
の
北
西
部
か
ら
兵
庫
県
南
東
部
あ
た
り
）
の
住
江
（
住
吉
）
付
近
に
移
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
廣
慧
が
同
一
人
物
で
あ

る
な
ら
ば
、
室
泉
寺
（
霊
運
寺
末
・
神
凰
寺
の
宿
寺
）
や
神
鳳
寺
に
お
け
る
受
戒
等
の
関
係
を
考
慮
し
て
も
、
こ
れ
ら
と
縁
の
深
い
真
言
律
系

統
の
寺
院
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
辺
り
に
は
、
快
円
が
開
創
し
た
地
蔵
院
が
あ
っ
た
と
さ
れ
（
一
六
八
八
年
に
開
創
、
一
九
〇
一
年

に
別
な
場
所
へ
移
築
）、
現
在
（
移
築
後
）
で
も
地
蔵
院
に
は
快
円
の
墓
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
財
団
法
人 

大
阪
都
市
協
会
編
『
大
正
区
史
』

二
六
七
頁
）。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
廣
慧
の
移
錫
に
は
実
相
も
随
行
し
て
お
り
、
実
相
の
名
が
『
神
鳳
一
派
僧
名
帳
』
の
中
に
見
出
せ
、
さ
ら
に
後
々

神
凰
寺
に
お
い
て
活
躍
す
る
こ
と
か
ら
も
、
室
泉
寺
と
『
神
鳳
一
派
僧
名
帳
』
に
記
さ
れ
た
廣
慧
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
低
く
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

一
二  

現
在
神
凰
寺
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
は
野
中
寺
、
西
明
寺
と
共
に
「
律
の
三
僧
坊
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
律
研
鑽
の
道
場
と
し
て
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隆
盛
し
て
い
た
。

一
三  

快
運
房
観
慧
の
こ
と
か
『
神
鳳
一
派
僧
名
帳
』（
稲
城
信
子
『
日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究
』「
翻
刻
編
」
九
四
頁
上
段
）

一
四  

高
野
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』
十
丁
左
～
十
一
丁
右

一
五  
高
野
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』
十
一
丁
右
～
十
一
丁
左

一
六  「
宋
」
の
間
違
い
か
。

一
七  「
景
雲
」
の
間
違
い
か
。

一
八  

高
野
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』
十
一
丁
左
～
十
二
丁
右

一
九  「
印
」
の
間
違
い
か
。「
印
」
の
異
体
字
に
、
こ
の
字
形
が
あ
る
。
文
脈
か
ら
見
た
意
味
上
か
ら
い
っ
て
「
印
」
の
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
。

二
〇  

高
野
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』
の
十
一
丁
右
下
に
「
四
分
は
勝
れ
餘
律
の
劣
な
る
か
故
、
四
分
を
用
□
と
謂
□
」
の

押
紙
あ
り
（
高
野
山
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
頂
戴
し
た
紙
焼
に
よ
る
）。

 

二
一  

高
野
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』
十
二
丁
右
～
十
三
丁
右

二
二  

七
四
一
年
「
国
分
寺
建
立
の
詔
」（『
続
日
本
紀
』
巻
第
十
四
）
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
分
二
寺
の
建
立
が
は
じ
ま
っ
た
（
後
に
東
大
寺

を
総
本
山
と
す
る
）。
そ
し
て
東
大
寺
の
創
建
は
、
七
五
二
年
、
菩
提
僊
那
に
よ
り
東
大
寺
盧
舎
那
仏
の
開
眼
法
要
が
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
（『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
一
、『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
五
で
は
七
四
九
年
と
な
っ
て
い
る
）、
鑑
真
来
朝
（
七
五
四
年
入
京
）
以
前
に
な
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
東
大
寺
・
国
分
寺
の
ど
ち
ら
も
鑑
真
以
前
の
創
建
で
あ
り
、
実
相
が
「
鑑
真
が
来
朝
し
て
戒
壇
を
開
い
た
こ
と
に

よ
っ
て
国
分
寺
の
興
造
を
し
た
」
と
す
る
指
摘
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
な
誤
認
を
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
も
し
く
は
地
方
の
国
分

寺
が
遅
れ
て
順
次
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
と
捉
え
て
お
り
、
そ
の
点
を
指
し
て
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
七
四
七
年
の

「
国
分
寺
造
営
催
促
の
詔
」
に
て
、
国
分
寺
建
立
の
催
促
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
進
捗
が
悪
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
）。

二
三  

高
野
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』
十
三
丁
左
～
十
四
丁
左

二
四  

高
野
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』
十
四
丁
左
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二
五  

龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
旭
照
霜
露
編
』
五
丁
左

二
六  

龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
旭
照
霜
露
編
』
五
丁
左
～
六
丁
右

二
七  

龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
旭
照
霜
露
編
』
六
丁
右

二
八  
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
旭
照
霜
露
編
』
六
丁
右
～
七
丁
右

二
九  
武
内
孝
善
「
実
恵
受
具
令
攷
」（『
佐
藤
隆
賢
博
士
古
稀
記
念
論
文
集 

仏
教
教
理
思
想
の
研
究
』
一
九
九
八
）、
頼
富
本
宏
「
空
海
弟
子
集
団
の

成
立
」（『
智
山
学
報
』
第
五
十
六
号
、 

二
〇
〇
七
）

三
〇  

龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
旭
照
霜
露
編
』
二
十
七
丁
右

三
一  

佐
竹
隆
信
「
実
相
律
師
に
よ
る
『
真
言
律
行
問
答
』
批
判
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
四
号
、
二
〇
一
九
）

三
二  

藤
谷
厚
生
「『
三
国
毘
尼
伝
』
に
み
る
近
世
真
言
律
の
特
徴
に
つ
い
て
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
』
第
二
号
、
二
〇
〇
六
）

三
三  

苫
米
地
誠
一
「
弘
法
大
師
に
於
る
戒
に
つ
い
て
」（『
智
山
学
報
』
第
三
十
九
輯
、
一
九
九
〇
）

三
四  

佐
竹
隆
信
「
東
長
寺
所
蔵
『
開
祖
即
禅
実
相
大
和
尚
伝
記
』
の
紹
介
と
翻
刻
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
号
、
二
〇
一
八
） 

六
八

頁

三
五  

藤
谷
厚
生
「『
三
国
毘
尼
伝
』
に
み
る
近
世
真
言
律
の
特
徴
に
つ
い
て
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
』
第
二
号
、
二
〇
〇
六
）

　
　
　 

こ
こ
で
は
近
世
「
通
受
自
誓
」
に
依
る
受
戒
が
流
行
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
自
誓
受
戒
し
た
者
が
、
出
家
希
望

の
沙
彌
等
に
授
戒
（
従
他
受
）
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
周
知
の
通
り
、
叡
尊
達
の
よ
う
に
自
誓
受
後
（
五
師
・
十
師
が
揃
え
ば
）
は
、
自

誓
を
用
い
る
必
要
が
な
く
、
従
他
受
に
よ
り
授
戒
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
江
戸
期
に
な
り
、
戒
律
が
廃
れ
て
い
た
中
で
、

明
忍
が
戒
律
復
興
を
志
し
て
自
誓
受
戒
に
て
得
戒
し
、
戒
律
復
興
の
先
駆
を
な
し
た
。
そ
れ
が
再
び
廃
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
う
一
度
自
誓

受
戒
が
依
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
も
し
く
は
叡
尊
や
明
忍
に
倣
っ
て
従
他
受
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
自
誓
受
戒
を
行
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
）。

　
　
　 

こ
れ
ら
の
問
題
を
踏
ま
え
る
と
、
当
時
の
神
凰
寺
に
て
受
戒
し
た
実
相
の
自
誓
受
戒
に
関
す
る
考
え
方
は
、
当
時
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
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上
で
も
、
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
実
相
、『
秘
密
一
乗
尸
羅
眼
髄
』、『
旭
照
霜
露
編
』、
戒
律
伝
来
、
有
部
律
興
隆
運
動




